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四
月
か
ら
九
月
の
祭
事
暦

 

四 

月
〇
御
使
殿
大
御
供
式	

四
月
　
十
六
日
（
日
）

〇
馬
頭
人
大
御
供
式	

四
月
　
十
八
日
（
火
）

〇
宵
宮
祭	

四
月
二
十
一
日
（
金
）

●
古
例
大
祭	

四
月
二
十
二
日
（
土
）

〇
後
宴
祭	

四
月
二
十
三
日
（
日
）

〇
昭
和
祭	

四
月
二
十
九
日
（
土
）

 

五 

月
〇
傘
寿
莚
寿
祭	

五
月
　
十
一
日
（
木
）

〇
金
婚
莚
寿
祭	

五
月
　
二
十
日
（
土
）

 

六 

月
〇
御
田
植
祭	

六
月
　
四
　
日
（
日
）

〇
六
月
古
例
祭	

六
月
　
三
十
日
（
金
）

〇
夏
越
大
祓
式	

六
月
　
三
十
日
（
金
）

 

七 

月
〇
九
月
頭
人
差
定
式	

七
月
　
　
一
日
（
土
）

 

八 

月
〇
万
灯
祭
　
　
八
月
三
・
四
・
五
日
（
木
・
金
・
土
）

 

九 

月
〇
九
月
古
例
祭	

九
月
　
九
　
日
（
土
）

〇
抜
穂
祭	

九
月
二
十
四
日
（
日
）

〇
池
坊
献
華
式	

九
月
二
十
七
日
（
水
）

〇
講
社
大
祭	

九
月
二
十
八
日
（
木
）

 

諸 

祭
○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

○
お
つ
い
た
ち
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
の
午
前
七
時
よ
り

○
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日
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尼子のお旅所

多賀大社
前駅
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路

名
神
高
速
道
路

多賀

久徳

多賀
大社
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大祭
─多賀まつり─

馬頭人

小
こ

林
ばやし

新
しん

治
じ

郎
ろう

 氏

御使殿

田
た

中
なか

　隼
じゅん

平
ぺい

 氏

昭和10年10月10日生まれ（81歳）
◦住所　犬上郡多賀町大杉
◦現職　小林製材所 代表
◦略歴　元多賀町商工会会長
　　　　元多賀町議会議長

平成12年２月24日生まれ（17歳）
◦住所　犬上郡多賀町多賀
◦彦根翔陽高等学校２年生（３月１日現在）

13：00発

10：30発

11：30着

午
前
八
時
三
十
分
本
殿
祭

午
前
十
時
三
十
分
本
社
出
発

午
前
十
一
時
三
十
分
調
宮
神
社
に
到
着

午

後

一

時
調
宮
神
社
を
出
発

午

後

二

時
本
社
前
を
通
過

（
馬
頭
人
・
御
使
殿
合
流
）

午
後
二
時
三
十
分
尼
子
の
お
旅
所
に
到
着

午
後
三
時
三
十
分
富
ノ
木
渡
し
式

午

後

四

時
尼
子
の
お
旅
所
出
発

午

後

五

時
本
社
到
着
　
夕
日
の
神
事

2

祭
事
だ
よ
り
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四月
二十二日古例大祭

─多賀まつり─　湖国の春を彩る古例大祭が４月22日斎行されます。鎌倉時代

の古記録にも現れる当社年中祭事の最重儀とされ、１月３日の

差定式により「馬頭人」・「御使殿」が祭りの主宰として差し定

められました。

　本年の馬頭人は地元多賀町より小
こ

林
ばやし

新
しん

治
じ

郎
ろう

氏、御使殿は田
た

中
なか

隼
じゅん

平
ぺい

氏がご奉仕されます。

　当日は、騎馬供奉40数頭・神輿・鳳輦などご神幸行列が整え

られ、総勢500名にも及ぶ「本渡り」は祭絵巻さながらに町内

を練り歩きます。

14：30着
14：00通過

16：00発

17：00着

［ご神幸MAP］
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三
月
十
七
日
、
恒
例
の
祈
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、
五
穀
豊
穣
が
祈
願
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
、
日
野
町
日
野
地
区
大
世
話
係
遠
藤
芳
夫
氏
が
祈
年
使
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

豊
年
講
春
季
大
祭
祈
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈
年
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠え
ん

藤ど
う　

芳よ
し

夫お

　
今
回
、
私
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
多
賀
大
社
の
大
神
様
か
ら
、
多
く
の
豊
年
講
講
員
を
代

表
す
る
祈
年
使
と
言
う
大
役
の
思
し
召

し
が
あ
っ
た
事
は
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
私
自
身
、
宮
城
県
仙
台
市
に
生
ま
れ
、

中
学
卒
業
後
あ
ら
れ
作
り
の
道
を
歩
み
、

東
京
、
京
都
を
経
て
二
十
四
才
の
頃
、

今
の
日
野
町
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
そ

の
際
、
県
内
で
収
穫
さ
れ
る
「
滋
賀
羽

二
重
餅
」
を
使
用
し
た
あ
ら
れ
の
味
に

魅
了
さ
れ
、「
藤
あ
ら
れ
本
舗
」
を
起

業
し
、
か
れ
こ
れ
四
十
年
余
り
経
ち
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
多
く
の
方
々
の
助

け
が
あ
っ
て
の
事
と
日
々
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
当
日
は
、
今
ま
で
の
自
分
自
身
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
神
仏
、
地
域
、
家
族

へ
の
感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
無
事
大
役

を
務
め
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
輿
庫
（
み
こ
し
こ
）

5
　
昭
和
十
一
年
に
築
造
さ
れ
た
建
物
で
、

お
多
賀
さ
ん
の
春
祭
り
「
古
例
大
祭
」

に
繰
り
出
さ
れ
る
、
御お

神み

輿こ
し

・
御ご

鳳ほ
う

輦れ
ん

が
奉
安
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
基
は
い
ず
れ
も
昭
和
の
初
め
に
新

調
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
神
輿
に
つ

い
て
は
江
戸
時
代
（
寛
永
年
間
）
の
鏡

が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
当
時
を
再
現
し

て
新
調
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
二
基
共
、
平
成
の
大
造
営
に

併
せ
て
修
繕
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

祈
年
祭
（
豊
年
講
春
季
大
祭
）

4

祭
事
だ
よ
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祭
礼
調
査
報
告　
〜
お
田
植
祭
〜

　
お
田
植
祭
は
、
毎
年
六
月
の
第
一
日
曜
日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。
神
事
の
主

役
は
、
総
勢
五
十
名
ほ
ど
の
早
乙
女
で
、「
田た

植う
え

女め

」「
田た

踊お
ど
り

女め

」「
あ
や
め
」

よ
り
構
成
さ
れ
、
氏
子
を
始
め
豊
年
講
の
関
係
者
が
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
、
早
乙
女
は
ご
本
殿
に
て
神
苗
を
受
け
取
っ
た
後
、
ご
神
田
へ
進
み
、

田
植
歌
と
田
植
踊
り
に
合
わ
せ
、
一
反
（
約
十
ア
ー
ル
）
の
田
に
神
苗
を
植

え
て
い
き
ま
す
。

　
ご
神
田
の
舞
台
上
で
は
、
朝
日
豊
年
太
鼓
踊
り
（
米
原
市
）
や
尾
張
萬
歳

（
愛
知
県
）
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
奉
納
さ
れ
、盛
大
に
神
事
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　
お
田
植
祭
の
始
ま
り
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

の
『
多
賀
大
社
儀
軌
』
に
は
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、『
多
賀
信
仰
』（
一
九
八
六
）
に
よ
る
と
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二

二
）
六
月
に
「
再
興
」、昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
「
復
興
」
と
あ
り
、

幾
度
か
の
変
遷
を
経
て
、
現
在
も
そ
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
る
の
で
す
。

�

（
多
賀
町
立
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
補
助
員
　
佐
野
　
正
晴
）

❖ 

多
賀
大
社
祭
礼
調
査
委
員
会

多
賀
大
社
の
祭
礼
に
関
す
る
調
査
報
告
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
活
用
す
る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
に
組
織
さ
れ
た
。

委
員
は
、
文
化
財
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

委 

員 

長	

市
川
　
秀
之
（
滋
賀
県
立
大
学
）

副
委
員
長	

渡
部
　
圭
一
（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
）

	

横
内
　
裕
人
（
京
都
府
立
大
学
）

	

井
上
ひ
ろ
美
（
華
頂
短
期
大
学
）

	

梅
田
　
千
尋
（
京
都
女
子
大
学
）

事 

務 

局	

多
賀
町
教
育
委
員
会

	

多
賀
町
立
文
化
財
セ
ン
タ
ー

5
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多
賀
大
社
の
御
鎮
座
に
つ
い
て
は
、「
伊い

ざ
な
き
の

耶
那
岐
大お

ほ

神か
み

は
、

淡あ
ふ
み海

の
多た

賀が

に
坐い

ま

す
」
と
い
う
『
古
事
記
』
の
記
述
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。『
古
事
記
』
の
異
本
や
『
日
本
書
紀
』
に
は

伊い
ざ
な
き
の
み
こ
と

奘
諾
尊
が
国
生
み
、
神
生
み
の
神あ

や
し
き
わ
ざ功

を
終
え
ら
れ
、「
幽か

く
れ

宮み
や

を
淡あ

は

路ぢ

の
洲く

に

に
構つ

く

り
、
寂し

づ
か然

に
長

と
こ
し
へ

に
隠か

く

れ
ま
し
き
」
と
、

淡
路
に
幽
宮
を
造
ら
れ
、
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
た
と
も
あ
る

が
、
多
賀
大
社
の
『
多
賀
大
社
儀
軌
』「
御
鎮
座
之
事
」
に

よ
れ
ば
、
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
册
尊
は
、「
久ひ
さ

敷し
く

淡
路
洲
に
住す

み

た
ま
ひ
し
か
と
も
、
事
既
に
瀰み

満ま
ん

し
給
ふ
に
よ
つ
て
、
近
江

州
犬
上
郡
に
降
臨
ま
し
ま
し
て
多
賀
大
社
と
あ
ら
は
れ
御
座

也
」（『
多
賀
大
社
叢
書
　
記
録
篇
一
』
所
収
）
と
あ
り
、
淡

路
の
国
に
久
し
く
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
た
が
、
神
功
が
成

し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
近
江
の
国
の
犬
上
郡
に
ご
降
臨
な
さ
れ

て
多
賀
大
社
に
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
以

来
、
伊
邪
那
岐
大
神
と
伊
邪
那
美
大
神
へ
の
信
仰
は
篤
く
、

『
延
喜
式
』
に
は
「
多
何
ノ
神
ノ
社
二
座
」
と
あ
り
、
神
封

を
受
け
る
こ
の
地
方
の
有
力
な
神
と
し
て
古
く
か
ら
鎮
座
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
回
よ
り
、
明
治
時
代
ま
で
の
多
賀
大
社
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
、
そ
れ

以
降
の
神
仏
分
離
に
つ
い
て
皇
學
館
大
学
副
学
長 

河
野
訓
教
授
よ
り
寄
稿
を

頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
昔
な
が
ら
の
味
わ
い
深
い
門
前
町
を
抜
け
、

ひ
と
き
わ
賑
わ
う
多
賀
大
社
大
鳥
居
か
ら
境
内

に
入
る
と
、
反
橋
の
向
こ
う
に
落
ち
着
い
た
神

門
が
目
に
入
る
。

　
現
在
の
多
賀
大
社
の
境
内
は
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
行
わ
れ
た
御
造
営
に
あ
た
り
、
①
神

聖
、
②
神
厳
、
③
清
厳
、
④
清
雅
、
⑤
自
由
区

域
の
五
段
階
に
分
け
て
設
計
さ
れ
、
近
代
を
代

表
す
る
美
し
い
配
置
を
も
つ
神
社
建
築
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
以
降
、
神
仏
分
離
に
よ
り
仏
教
的

な
建
築
物
の
撤
去
や
社
頭
の
建
物
の
再
建
が
無

計
画
に
な
さ
れ
た
反
省
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。

　
そ
の
境
内
に
も
天
文
二
十
四
年（
一
五
五
五
）

に
寄
進
さ
れ
た
梵
鐘
の
懸
る
鐘
楼
が
残
さ
れ
、

元
別
当
で
あ
っ
た
不
動
院
の
建
物
が
奥
書
院
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
昔
の
神
仏
習
合
の

形
跡
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

一 

多
賀
大
社
の
境
内

多
賀
大
社
の
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離 

Ⅰ

皇學館大学副学長

河野　訓（かわの　さとし）
昭和三十二年宮崎県生まれ。
東京大学大学院修了後、文化庁
宗務課を経て皇學館大学教授。
現在、同大学副学長。

二 

多
賀
大
社
の
御
鎮
座

神仏習合の名残を留める鐘楼
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源
平
の
争
い
の
さ
な
か
、
平
清
盛
の
子
重
衡
に
よ
っ
て
南

都
が
烏
有
に
帰
す
と
、
俊
乗
坊
重
源
は
造
東
大
寺
大
勧
進
職

と
な
り
、
そ
の
再
建
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
重
源
の
大

変
な
働
き
も
あ
っ
て
東
大
寺
の
大
仏
は
再
興
さ
れ
、
文
治
元

年
（
一
一
八
五
）
に
開
眼
法
要
が
営
ま
れ
た
。
重
源
は
翌
文

治
二
年
に
は
伊
勢
に
参
宮
し
、
大
般
若
経
六
百
巻
を
供
養
し

て
い
る
。

　
先
に
引
い
た
『
多
賀
大
社
儀
軌
』
に
よ
れ
ば
、
大
仏
再
建

に
あ
た
り
重
源
は
寄
る
年
波
を
心
配
す
る
一
方
、
東
大
寺
の

再
建
は
神
明
の
御
加
護
な
し
に
は
事
は
成
就
し
え
な
い
と
思

い
、
先
ず
日
本
の
国
主
た
る
伊
勢
の
神
宮
に
七
日
間
、
参
籠

し
て
祈
っ
た
と
い
う
。
参
籠
の
成
満
す
る
暁
、「
寿
命
の
祈

願
は
多
可
大
社
へ
申
す
べ
し
」
と
い
う
神
宮
の
御
示
現
を
受

け
、
日
の
若
宮
、
す
な
わ
ち
多
賀
大
社
に
参
詣
し
た
。
ご
神

前
で
祈
っ
て
い
る
と
、
神
殿
か
ら
葉
っ
ぱ
が
一
枚
風
に
ふ
か

れ
て
上
人
の
前
に
落
ち
て
き
た
。
取
っ
て
ご
覧
に
な
る
と
、

そ
の
葉
に
は
「
莚
」
と
い
う
文
字
の
形
の
虫
食
い
が
あ
っ
た
。

「
莚
」
と
い
う
文
字
は
「
十
」
二
つ
（
十十

）
と
「
延
」
と
書

く
か
ら
、
重
源
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
二
十
年

の
寿
命
を
お
与
え
く
だ
さ
れ
た
と
、
歓
喜
の

思
い
で
そ
の
木
の
葉
を
頂
戴
し
て
笈
に
納
め

て
帰
途
に
つ
い
た
と
い
う
。
多
賀
大
社
の
境

内
に
あ
る
「
寿
命
石
」
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
由
来
す
る
も
の
で
、
今
も
願
い
ご
と
の
書

か
れ
た
白
石
が
そ
こ
に
は
供
え
ら
れ
て
い
る
。

　
中
世
に
は
多
賀
社
も
日
本
の
他
の
神
社
同
様
、
神
仏
習
合

の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
に
は
多
賀
社
に
も
神
社
に
奉
仕

す
る
僧（
社
僧
）が
い
た
よ
う
で
あ
り
、明
応
三
年（
一
四
九
四
）

に
は
近
江
国
守
佐
々
木
（
六
角
）
高
頼
が
護
摩
堂
一
宇
、
不

動
坊
舎
一
棟
を
建
立
さ
せ
て
い
る
。
護
摩
堂
も
不
動
坊
舎
も

何
れ
も
仏
教
に
関
係
の
深
い
建
物
で
、
十
五
世
紀
の
終
わ
り

に
は
多
賀
境
内
に
仏
教
の
建
物
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
室
町
時
代
の
後
期
の
多
賀
社
に
は
、
諸
国
に
出
か
け
て
多

賀
信
仰
を
広
め
た
坊ぼ
う

人に
ん

と
い
わ
れ
る
人
々
が
い
た
。
伊
勢
神

宮
な
ど
の
御
師
な
ど
と
同
じ
く
、
諸
国
に
講
を
作
り
、
講
を

た
ず
ね
て
は
牛
王
宝
印
な
ど
の
お
札
を
配
り
、
ご
祈
禱
を

行
っ
て
多
賀
社
の
ご
神
徳
を
広
め
て
い
た
。
多
賀
信
仰
は

甲
斐
や
信
濃
、
尾
張
、
美
濃
、
伊
勢
、
紀
伊
、
備
前
な
ど

各
地
に
広
ま
り
、
多
賀
社
の
造
営
な
ど
の
折
に
も
重
要
な

役
割
を
果
し
た
。

　
多
賀
社
に
あ
っ
た
仏
教
の
坊
の
う
ち
不
動
院
は
本
願
（
社

寺
の
修
造
を
請
負
う
集
団
の
こ
と
）
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

不
動
院
は
豊
臣
秀
吉
の
頃
か
ら
多
賀
社
の
神
官
を
支
配
す
る

よ
う
に
な
り
、
大
き
な
伽
藍
を
も
つ
別
当
不
動
院
と
な
っ
た
。

そ
の
様
子
は
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
多
賀

社
参
詣
曼
荼
羅
で
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
参
詣
曼
荼
羅
よ
り
も

大
き
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

�

（
以
下
、
次
号
に
続
く
）

三 

俊
乗
坊
重
源
と
寿
命
石

四 

別
当
不
動
院

重源ゆかりの寿命石

江戸時代の参詣曼荼羅
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多賀 物語
写真を通して、今と昔のお多賀さんの移り変わりをご紹介します。

太閤橋に足を掛ける丸太が存在しない
ことが分かります。
神様だけが通る橋であったのでしょう。

鳥居の場所が門前通りに位置していた
ことが分かります。
現在は境内に移築され、西参道の入り
口として参拝者をお迎えしています。

※昔の資料は、昭和初期に作成された絵葉書

神門及び太閤橋

二の鳥居・西門
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正
面
賽
銭
箱
横
に
「
む
す
び
の
箱
」
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
は
、
ご
参
拝
記
録
を
書
き
留
め
て
頂
き
、
大
神
様

と
の
ご
縁
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　
五
年
前
か
ら
設
置
さ
れ
、
約
三
万
人
近
く
の
参
拝
者
が

ご
縁
を
結
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　
遠
方
の
方
も
多
く

み
ら
れ
、
関
東
方
面

の
参
拝
者
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
是
非
、
皆
様
も
大

神
様
と
の
一
層
の
ご
縁

を
お
結
び
下
さ
い
。

　「
そ
ち
ら
は
積
も
っ
て
い
ま
す
か
？
」

　
冬
の
季
節
に
な
る
と
問
合
せ
の
電
話
が
殺
到
し
ま
す
。

　
多
賀
の
お
正
月
と
言
え
ば
「
雪
」
と
い
っ
た
印
象
を
持

つ
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
し
か
し
、
今
年
は
二
年
続
き
の
雪
の
無
い
お
正
月
を
迎

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

長
年
奉
職
し
て
い
る
職
員

も
二
年
続
き
は
記
憶
に
な

い
そ
う
で
す
。

　
参
拝
者
も
職
員
も
雪
が

無
い
事
が
何
よ
り
で
、
正

月
三
が
日
は
四
十
万
人
と

も
言
わ
れ
る
参
拝
者
で
大

い
に
賑
い
ま
し
た
。

む
す
び
の
箱

金
婚
莚
寿
祭
ご
案
内

戌
の
日
参
り

雪
の
無
い
お
正
月

　
戌い

ぬ

の
日
に
神
社
へ
参
拝
し
、
安
産
祈
願
を
す
る
の
は
、

犬
の
お
産
が
軽
く
多
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
あ
や

か
ろ
う
と
す
る
古
く
か
ら
の
風
習
で
す
。

　
当
社
で
は
、
妊
婦
さ

ん
が
ご
使
用
い
た
だ
く

腹
帯
に
直
接
ご
朱
印
を

押
し
、
ご
祈
願
を
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
持
参
下
さ
い
。

ご
祈
祷
は
戌
の
日
以
外

で
も
毎
日
奉
仕
し
て
お

り
ま
す
。（
予
約
不
要
）

　
ご
家
族
お
揃
い
で
の

お
参
り
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

―
結
婚
五
十
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
ご
夫
婦
―

　
お
互
い
へ
の
感
謝
と
ご
長
寿
を
感
謝
す
る
金
婚
莚
寿
祭

を
本
年
は
五
月
二
十
日
（
土
）
に
執
り
行
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
三
年
（
も
し
く
は

四
十
二
年
）
に
ご
結
婚
さ
れ
た

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
参
列
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡

下
さ
い
。
ご
案
内
状
を
ご
送
付

申
し
上
げ
ま
す
。

℡
〇
七
四
九（
四
八
）一
一
〇
一

莚え
ん

寿じ
ゅ

祭さ
い

係
ま
で

●戌の日（平成29年３月〜８月）

３月 12日㈰・24日㈮

４月 ５日㈬・17日㈪・29日㈯

５月 11日㈭・23日㈫

６月 ４日㈰・16日㈮・28日㈬

７月 10日㈪・22日㈯

８月 ３日㈭・15日㈫・27日㈰
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◆
愛
荘
町

小
泉
　
勝
敬

上
林
　
豊
美

北
村
　
豊
子

吉
岡
　
清
美

◆
近
江
八
幡
市

島
上
　
　
豊

深
井
　
幸
一

南
　
　
善
昭

中
江
　
吉
治

辻
　
　
正
隆

垣
見
　
哲
夫

川
部
　
善
明

川
部
　
　
明

成
田
　
忠
夫

坂
本
　
信
之

畑
　
与
史
伸

溝
井
　
秀
次

谷
口
喜
太
郎

谷
口
　
房
美

◆
甲
賀
市

藤
橋
　
忠
史

福
井
　
治
夫

西
宮
　
久
雄

原
田
千
加
子

家
森
　
康
和

冨
永
　
喜
弘

本
野
　
宇
市

草
野
　
　
隆

松
﨑
　
　
靖

宮
部
　
長
二

石
光
　
文
博

川
並
　
　
薫

山
田
　
昌
宏

多
賀
　
長
人

多
賀
　
輝
実

多
賀
　
健
次

藤
森
　
善
弘

木
原
　
邦
彦

押
谷
　
小
助

北
川
　
厚
士

中
島
　
　
基

清
水
　
正
人

河
瀬
　
隆
洋

千
田
　
浩
明

大
塚
耕
太
郎

川
瀬
　
良
次

中
川
　
広
実

川
瀬
　
秀
樹

落
合
　
哲
也

前
川
　
勇
治

岡
田
　
豊
彦

岡
田
　
恵
子

藤
井
　
国
宏

小
林
　
　
彰

赤
川
　
顕
次

四
居
　
雅
生

中
村
　
匡
志

樋
口
　
昌
弘

那
須
　
賢
三

坂
東
　
俊
孝

◆
東
近
江
市

小
沢
　
　
真

村
林
　
清
茂

澤
　
　
　
貢

澤
　
さ
と
み

村
林
　
一
寿

村
林
　
　
都

井
口
　
嘉
久

小
西
　
順
二

富
永
　
繁
紀

◆
彦
根
市

中
嶋
　
孝
子

藤
野
　
　
功

馬
場
　
将
博

元
持
　
　
誠

元
持
　
真
弓

福
原
　
康
広

北
川
　
　
忍

棚
橋
　
勝
道

◆
守
山
市

金
森
　
昭
彦

◆
栗
東
市

山
田
　
秀
幸

中
野
　
利
弘

園
田
　
孝
司

田
中
　
義
信

中
野
　
孝
男

松
井
　
正
幸

◆
竜
王
町

島
田
伊
久
三

島
田
　
典
子

竹
村
　
直
樹

山
田
　
清
広

山
添
　
信
男

川
嶋
　
健
市

石
田
　
宣
幸

若
井
　
幸
司

玉
木
　
正
生

藤
森
　
政
次

西
出
　
紀
子

◆
甲
良
町

尾
本
　
喜
吉

◆
多
賀
町

野
村
　
　
仁

小
井
戸
善
光

神
鳥
　
幹
彦

小
菅
　
邦
彦

山
本
　
巌

大
久
保
喜
久
夫

◆
知
多
市

加
藤
　
順
也

◆
豊
郷
町

北
川
　
貢
次

北
川
　
正
恵

広
瀬
　
高
規

野
村
　
治
正

西
山
　
康
博

西
山
　
康
子

◆
長
浜
市

髙
山
甚
一
郎

坂
東
　
政
博

清
水
　
義
康

中
川
　
隆
司

四
塚
　
善
弘

柴
田
　
善
成

柴
田
富
美
子

藤
田
　
彦
雄

長
谷
川
　
要

馬
場
　
博
行

橋
本
　
善
美

中
川
誠
一
郎

河
瀬
　
　
均

杉
山
　
佳
弘

杉
田
　
房
一

北
川
　
　
太


川
　
茂
孝

丸
岡
　
昭
浩

嶋
﨑
　
則
子

伊
藤
　
弘
之

田
嶋
　
孝
志

岩
崎
　
昌
司

山
口
　
善
博

宮
田
　
和
憲

柳
田
　
正
文

山
本
　
助
幸

野
洲
　
寿
昭

雨
森
　
秀
隆

吉
内
　
雅
子

馬
場
　
完
之

嶋
津
　
茂
昭

◆
日
野
町

大
野
　
修
弘

山
本
　
　
博

吉
澤
　
郁
一

久
野
　
依
子

藤
澤
久
美
子

清
水
　
和
子

坂
田
　
　
彰

坂
田
千
賀
子

奥
井
　
幸
三

柚
木
記
久
雄

柚
木
　
静
恵

◆
米
原
市

滝
本
　
　
登

嶌
田
　
恒
一

木
村
　
雅
樹

西
澤
　
昌
人

西
澤
　
昌
弘

戸
田
　
　
亙

須
戸
　
郁
生

須
戸
　
千
明

林
　
　
典
子

村
田
　
松
男

二
月
三
日
、
恒
例
の
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

還
暦
の
年
男
・
年
女
二
〇
一
名
が
特
設
舞
台
よ
り

晴
々
と
福
豆
・
福
餅
撒
き
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

春
待
ち
遠
し
い
境
内
は
福
を
求
め
る
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

奉
仕
者
ご
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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　昨年10月1日〜11月30日の間、「神あかり」と題した多賀町の歴史遺
産を光とアートで彩るライトアップが開催されました。
　当社でも地域の特別委員
会のメンバーが中心となり
準備が進められました。
　期間中は多くの参拝者が
訪れ、光と闇の幽玄なお多
賀さんを楽しみました。
　この事業が今後の多賀町
の魅力を再発見する足がか
りとなる事を期待します。

※完全予約制（年中無休）詳しくはホームページをご覧ください。

人
　
事

退
職

【
舞
女
兼
事
務
員
】
賀
治
　
麻
衣
子

（
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
付
）

表紙写真／神あかり
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※６月初旬、改めてご案内をお送りします。


